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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
地
球
も
ど
き

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
１
９
２
９
Ｍ

【
作
者
名
】

　
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

【
あ
ら
す
じ
】

　
２
４
×
×
年
、
天
使
は
地
球
を
攻
め
て
き
た
。
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人
間
、
悪
魔
、
天
使

　
２
４
×
×
年
、
天
使
が
地
球
を
攻
め
て
き
た
。

人
間
は
、
平
和
に
暮
ら
し
て
い
て
、
武
器
な
ど
は
ま
っ
た
く
も
っ
て
い
な
く
、

代
わ
り
に
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
、
『
魔
法
』
で
対
抗
し
た
。
だ
が
、

天
使
は
強
く
、
人
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
倒
さ
れ
て
い
っ
た
。

人
間
は
、
地
球
が
爆
発
し
て
し
ま
う
時
の
た
め
、
作
っ
て
い
た
『
空
船
』
で
宇

宙
へ
逃
げ
て
行
っ
た
。

　
こ
こ
は
悪
魔
が
住
む
地
底
界
。

悪
魔
で
あ
る
ギ
ア
は
走
っ
て
い
た
。

ギ
ア
「
や
ば
い
な
・
・
・
早
く
し
な
い
と
学
校
に
遅
れ
て
し
ま
う
。
」

そ
の
時
足
に
何
か
が
当
た
っ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

ギ
ア
「
な
ん
だ
こ
れ
は
・
・
・
」

足
元
に
は
、
古
い
本
が
落
ち
て
い
た
。

ギ
ア
「
こ
ん
な
も
ん
ほ
う
っ
て
お
こ
う
。
」

ギ
ア
は
走
っ
て
行
っ
た
。
そ
し
て
ギ
ア
が
い
な
く
な
っ
て
か
ら
、
本
が
風
で
開

い
た
。
そ
の
時
、
本
が
光
っ
た
。
辺
り
に
い
た
悪
魔
た
ち
も
そ
れ
に
気
付
い
た
。

「
の
わ
っ
！
眩
し
い
！
？
」

「
い
っ
た
い
な
ん
な
の
さ
！
逃
げ
た
ほ
う
が
│
│
│
」

だ
が
悪
魔
た
ち
は
そ
ん
な
こ
と
を
言
い
終
わ
る
う
ち
、
悪
魔
た
ち
は
光
に
包
ま

れ
て
い
っ
た
。

ギ
ア
は
学
校
に
つ
い
て
い
た
。
門
に
は
生
徒
と
思
わ
れ
る
悪
魔
が
た
く
さ
ん
い

た
。

ギ
ア
「
や
っ
と
つ
い
た
な
・
・
・
」

ギ
ア
は
そ
の
時
、
後
ろ
に
光
が
迫
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
な
か
っ
た
。
ギ
ア

が
気
付
く
と
き
に
は
も
う
遅
か
っ
た
。

光
が
消
え
た
後
、
地
底
界
に
は
た
く
さ
ん
の
悪
魔
た
ち
が
倒
れ
て
い
た
。

そ
し
て
１
時
間
後
、
悪
魔
た
ち
は
目
を
覚
ま
し
、
泣
き
始
め
た
。
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そ
し
て
ギ
ア
も
目
を
覚
ま
し
た
。

ギ
ア
「
俺
た
ち
が
本
当
は
天
使
だ
っ
た
の
か
・
・
・
憧
れ
て
い
た
天
使
だ
っ
た

の
か
・
・
・
」

ギ
ア
は
そ
の
場
を
歩
き
続
け
た
。
次
第
に
目
か
ら
水
滴
が
流
れ
た
。

悪
魔
た
ち
は
そ
の
夜
も
泣
き
続
け
た
。

　
そ
し
て
五
年
後
、
空
船
で
旅
を
し
て
い
た
人
間
た
ち
は
、
あ
る
星
に
た
ど
り

つ
い
た
。
そ
の
星
は
地
球
よ
り
１
０
倍
に
大
き
く
、
青
い
海
が
見
え
た
。

空
船
は
着
陸
し
た
。
そ
こ
は
草
原
だ
っ
た
。
人
間
た
ち
は
宇
宙
服
を
着
て
外
に

出
た
。

す
る
と
、
近
く
に
動
物
の
群
れ
が
い
る
で
は
な
い
か
！

人
間
た
ち
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
脱
ぎ
、
草
原
を
走
り
ま
わ
っ
た
。
近
く
に
は
き
れ

い
な
川
も
流
れ
て
い
た
。

人
間
た
ち
は
、
そ
こ
で
暮
ら
す
こ
と
に
決
め
た
。

こ
の
星
の
名
前
は
地
球
も
ど
き
に
決
め
た
。
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人
間
、
悪
魔
、
天
使
（
後
書
き
）

頑
張
っ
て
書
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
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ビ
リ
タ
リ
ム
ズ
学
校

　
ジ
リ
リ
リ
リ
リ
リ
！

授
業
の
終
わ
り
を
告
げ
る
ベ
ル
が
鳴
っ
た
。
生
徒
た
ち
は
教
室
を
出
て
行
っ
た
。

だ
が
、
一
人
、
出
て
い
か
な
い
者
が
い
た
。

生
徒
「
お
い
、
ク
レ
シ
ェ
ン
ド
！
起
き
ろ
！
移
動
す
る
ぞ
！
」

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
「
・
・
・
ど
こ
に
？
」

生
徒
「
攻
撃
魔
法
教
室
だ
。
」

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
「
・
・
・
は
い
は
い
。
」

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
は
生
徒
と
一
緒
に
教
室
を
出
た
。

こ
こ
は
地
球
も
ど
き
の
ピ
ル
ー
ト
地
方
に
あ
る
ビ
リ
タ
リ
ム
ズ
学
校
。
国
語
や

数
学
な
ど
と
と
も
に
武
芸
や
魔
法
を
学
ぶ
授
業
も
し
て
い
る
。

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
「
そ
れ
に
し
て
も
疲
れ
た
な
ー
」

生
徒
「
た
だ
寝
て
た
だ
け
だ
ろ
。
」

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
「
寝
る
の
に
も
疲
れ
る
ん
だ
よ
。
ヴ
ィ
ー
タ
。
」

ヴ
ィ
ー
タ
「
じ
ゃ
あ
毎
日
疲
れ
っ
ぱ
な
し
じ
ゃ
ね
え
か
。
」

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
「
寝
心
地
が
悪
い
か
ら
疲
れ
ん
だ
よ
。
」

ほ
か
の
廊
下
か
ら
生
徒
が
歩
い
て
き
た
。

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
「
よ
う
、
フ
ィ
リ
ス
ト
。
」

フ
ィ
リ
ス
ト
「
あ
あ
。
」

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
「
お
前
は
ど
こ
に
行
く
ん
だ
？
」

フ
ィ
リ
ス
ト
「
武
芸
教
室
だ
。
」

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
「
そ
う
か
。
じ
ゃ
あ
な
。
」

フ
ィ
リ
ス
ト
「
あ
あ
。
」

フ
ィ
リ
ス
ト
は
右
の
廊
下
へ
消
え
て
い
っ
た
。

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
「
そ
れ
に
し
て
も
フ
ィ
リ
ス
ト
っ
て
す
げ
え
よ
な
。
」

ヴ
ィ
ー
タ
「
そ
う
だ
な
。
全
科
目
中
全
て
が
ベ
ス
ト
３
に
入
っ
て
る
。
あ
る
意
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味
天
才
だ
な
。
」

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
「
俺
も
そ
う
な
り
て
え
な
・
・
・
」

ヴ
ィ
ー
タ
「
寝
な
か
っ
た
ら
入
れ
る
か
も
な
。
」

二
人
は
立
ち
止
っ
た
。

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
「
こ
こ
・
・
・
だ
よ
な
。
」

ヴ
ィ
ー
タ
「
じ
ゃ
あ
行
く
ぞ
・
・
・
」

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
「
わ
か
っ
た
。
」

ヴ
ィ
ー
タ
「
ミ
ニ
マ
ム
！
」

ヴ
ィ
ー
タ
が
そ
う
言
う
と
、
二
人
は
消
え
て
し
ま
っ
た
。
い
や
、
小
さ
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
二
人
は
米
粒
の
よ
う
な
大
き
さ
だ
っ
た
。

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
「
こ
ん
な
状
態
で
学
校
を
歩
い
て
み
た
い
な
・
・
・
」

ヴ
ィ
ー
タ
「
お
前
は
踏
み
つ
ぶ
さ
れ
た
い
の
か
。
」

二
人
は
壁
に
あ
る
穴
へ
入
っ
た
。

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
「
な
ん
で
ギ
ミ
ウ
ト
先
生
は
ネ
ズ
ミ
が
住
ん
で
い
た
と
こ
ろ
を

教
室
に
す
る
の
か
な
。
」

ヴ
ィ
ー
タ
「
そ
ん
な
も
ん
知
る
か
。
」

二
人
は
闘
技
場
ら
し
き
所
に
出
た
。
そ
こ
に
は
ほ
か
の
生
徒
が
た
く
さ
ん
い
た
。

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
「
や
べ
、
遅
れ
た
な
。
」

ギ
ミ
ウ
ト
「
よ
ー
し
、
全
員
そ
ろ
っ
た
よ
う
じ
ゃ
な
。
今
日
は
バ
ト
ル
じ
ゃ
。
」

生
徒
た
ち
の
前
に
檻
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
蜘
蛛
が
出
て
き
た
。

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
「
や
っ
ぱ
、
で
け
え
な
。
」

ヴ
ィ
ー
タ
「
正
確
に
は
俺
た
ち
が
小
さ
い
ん
だ
よ
。
」

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
「
そ
ん
な
も
ん
わ
か
っ
て
ら
あ
！
先
生
！
俺
が
や
る
！
」

ギ
ミ
ウ
ト
「
ほ
う
、
そ
れ
で
は
や
っ
て
み
な
さ
い
。
」

檻
が
消
え
た
。
蜘
蛛
が
ク
レ
シ
ェ
ン
ド
を
威
嚇
し
て
い
る
。

ギ
ミ
ウ
ト
「
念
の
た
め
、
お
前
た
ち
に
は
バ
リ
ア
を
し
て
お
こ
う
・
・
・
バ
リ

ア
！
」

生
徒
た
ち
を
何
か
が
囲
っ
た
。

蜘
蛛
が
ク
レ
シ
ェ
ン
ド
に
突
進
し
て
き
た
。

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
「
フ
ァ
イ
ア
！
」
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ク
レ
シ
ェ
ン
ド
の
前
か
ら
炎
が
で
て
い
く
。
蜘
蛛
は
ダ
メ
ー
ジ
を
喰
ら
っ
て
い

る
よ
う
だ
っ
た
。

だ
が
蜘
蛛
は
怯
ま
な
か
っ
た
。
蜘
蛛
は
糸
を
出
し
て
き
た
。

ギ
ミ
ウ
ト
「
あ
れ
に
当
た
る
と
終
わ
り
じ
ゃ
ぞ
！
」

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
「
ブ
リ
ザ
ド
！
」

次
は
蜘
蛛
を
冷
気
が
襲
っ
た
。
蜘
蛛
の
出
し
た
糸
が
固
ま
っ
た
。
蜘
蛛
は
怒
っ

て
い
た
。

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
「
そ
こ
だ
！
サ
ン
ダ
ー
！
」

蜘
蛛
の
上
か
ら
雷
が
落
ち
、
蜘
蛛
は
も
う
動
か
な
か
っ
た
。

ギ
ミ
ウ
ト
「
よ
く
や
っ
た
。
次
は
お
前
だ
。
ヴ
ィ
ー
タ
。
」

ヴ
ィ
ー
タ
「
え
え
～
～
～
～
～
！
い
や
で
す
よ
～
～
～
～
～
～
！
」

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
「
が
ん
ば
れ
～
～
～
！
ヴ
ィ
ー
タ
～
～
～
～
！
」

ヴ
ィ
ー
タ
「
後
で
ぶ
っ
殺
す
か
ら
な
・
・
・
」

ギ
ミ
ウ
ト
「
お
前
の
対
戦
相
手
は
ダ
ン
ゴ
ム
シ
じ
ゃ
。
」

ヴ
ィ
ー
タ
「
な
ん
だ
。
ダ
ン
ゴ
ム
シ
か
。
楽
勝
だ
な
。
」

ギ
ミ
ウ
ト
「
言
っ
と
く
け
ど
こ
い
つ
は
凶
暴
化
さ
せ
と
る
か
ら
な
。
」

ダ
ン
ゴ
ム
シ
は
丸
ま
り
、
ヴ
ィ
ー
タ
に
転
が
っ
て
き
た
。

ヴ
ィ
ー
タ
「
そ
れ
を
先
に
言
え
～
～
！
」

ズ
ド
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ン
！
！

ダ
ン
ゴ
ム
シ
は
壁
に
激
突
し
た
。

ヴ
ィ
ー
タ
「
そ
こ
だ
！
ロ
ッ
ク
！
」

ダ
ン
ゴ
ム
シ
の
下
か
ら
突
起
物
が
出
た
。
ダ
ン
ゴ
ム
シ
は
上
空
に
飛
ば
さ
れ
た
。

ヴ
ィ
ー
タ
「
エ
ア
ロ
！
」

ダ
ン
ゴ
ム
シ
は
ど
こ
か
ら
か
吹
い
て
き
た
風
で
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
。

ダ
ン
ゴ
ム
シ
も
も
う
動
か
な
か
っ
た
。

そ
れ
か
ら
、
何
度
も
生
徒
た
ち
は
バ
ト
ル
を
し
た
。

そ
し
て
全
員
が
バ
ト
ル
を
終
え
た
。
落
ち
こ
ぼ
れ
で
あ
る
ピ
ギ
ー
を
除
い
て
。

ピ
ギ
ー
「
い
、
い
や
だ
よ
！
バ
ト
ル
な
ん
か
！
」



8

ギ
ミ
ウ
ト
「
大
丈
夫
じ
ゃ
、
み
ん
な
無
事
に
生
き
て
る
ん
じ
ゃ
ぞ
？
」

ヴ
ィ
ー
タ
（
全
員
が
絶
対
に
安
全
の
授
業
を
し
ろ
よ
・
・
・
無
理
だ
と
思
う
け

ど
。
）

ピ
ギ
ー
と
対
戦
す
る
は
ず
の
蟻
が
ピ
ギ
ー
に
威
嚇
を
し
て
い
る
。
ピ
ギ
ー
は
震

え
て
い
た
。

ギ
ミ
ウ
ト
「
も
う
い
い
。
蟻
を
逃
が
し
て
や
ろ
う
。
」

生
徒
は
全
員
笑
っ
て
い
た
。
ピ
ギ
ー
は
泣
い
て
い
た
。

ギ
ミ
ウ
ト
「
こ
れ
で
授
業
を
終
わ
り
に
す
る
。
」

生
徒
は
闘
技
場
を
出
て
言
っ
た
。
生
徒
た
ち
は
魔
法
の
『
ナ
チ
ュ
ラ
ル
』
を
唱

え
て
元
の
大
き
さ
に
戻
っ
て
い
る
。

ヴ
ィ
ー
タ
「
ナ
チ
ュ
ラ
ル
！
」

二
人
も
元
の
大
き
さ
へ
戻
っ
た
。
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キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
紹
介

ク
レ
シ
ェ
ン
ド

年
齢
１
５
歳

身
長
１
６
７
ｃ
ｍ

体
重
５
９
?

人
間
の
少
年
。
髪
は
黒
い
色
で
青
い
瞳
の
持
ち
主
。
学
校
で
国
語
な
ど
は
す
ぐ

に
寝
る
が
、
運
動
系
の
授
業
は
な
ん
で
も
や
る
。
こ
の
物
語
の
主
人
公
。

ヴ
ィ
ー
タ

年
齢
１
５
歳

身
長
１
６
６
ｃ
ｍ

体
重
５
８
?

人
間
の
少
年
。
髪
は
ク
レ
シ
ェ
ン
ド
と
同
じ
黒
色
で
黒
い
瞳
の
持
ち
主
。
ク
レ

シ
ェ
ン
ド
の
親
友
。
ク
レ
シ
ェ
ン
ド
に
目
覚
ま
し
時
計
代
わ
り
に
さ
れ
て
い
る
。

ギ
ア

年
齢
？

身
長
？

体
重
？

悪
魔
の
青
年
。
髪
は
紫
色
で
青
い
瞳
の
持
ち
主
。
天
使
に
憧
れ
て
い
る
。

ダ
ル
グ

年
齢
１
５
歳

身
長
１
６
７
ｃ
ｍ

体
重
５
９
?

人
間
の
少
年
。
髪
は
茶
色
で
黒
い
瞳
の
持
ち
主
。
武
芸
の
成
績
は
?
１
。
い
つ

も
ア
ク
シ
ョ
ン
サ
バ
イ
バ
ル
を
や
っ
て
い
る
。
大
食
い
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
で
あ
る
。

ピ
ギ
ー

年
齢
１
５
歳

身
長
１
５
９
ｃ
ｍ

体
重
６
１
?
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人
間
の
少
年
。
髪
は
茶
色
で
黒
い
瞳
の
持
ち
主
。
落
ち
こ
ぼ
れ
。

ボ
ス
ー
ド
ラ
イ
ド
（
校
長
）

年
齢
７
４
歳

身
長
１
８
５
ｃ
ｍ

体
重
７
５
?

人
間
の
老
人
。
白
髪
で
眼
鏡
を
か
け
て
い
る
黒
い
瞳
の
持
ち
主
。
ビ
リ
タ
リ
ム

ズ
学
校
の
校
長
。
副
校
長
の
ピ
ス
ト
に
信
頼
を
寄
せ
て
い
る
。

ピ
ス
ト

年
齢
６
４
歳

身
長
１
７
２
ｃ
ｍ

体
重
？

人
間
の
老
婆
。
茶
色
い
髪
で
い
つ
も
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
い
る
。
ビ
リ
タ
リ
ム
ズ

学
校
の
副
校
長
。
な
ぜ
か
黄
色
い
瞳
を
し
て
い
る
。
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キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
紹
介
（
後
書
き
）

物
語
が
進
む
に
つ
れ
て
、
更
新
し
て
い
き
ま
す
。



12

学
校
で
の
一
日

　
ク
レ
シ
ェ
ン
ド
は
次
の
教
室
に
行
く
た
め
に
ヴ
ィ
ー
タ
に
つ
い
て
行
っ
て
い

た
。

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
「
次
は
何
の
授
業
な
ん
だ
？
」

ヴ
ィ
ー
タ
「
ブ
リ
ザ
ド
チ
ー
ム
と
合
同
の
社
会
だ
。
」

ビ
リ
タ
リ
ム
ズ
学
校
で
は
、
生
徒
を
ク
ラ
ス
で
は
な
く
、
チ
ー
ム
で
分
け
る
。

チ
ー
ム
は
五
つ
あ
り
、
ブ
リ
ザ
ド
チ
ー
ム
は
そ
の
一
つ
だ
。
ち
な
み
に
、
ク
レ

シ
ェ
ン
ド
と
ヴ
ィ
ー
タ
は
サ
ン
ダ
ー
チ
ー
ム
だ
。

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
「
社
会
か
・
・
・
ち
ょ
っ
と
保
健
室
に
行
っ
て
枕
を
借
り
て
く

る
わ
。
」

ヴ
ィ
ー
タ
（
絶
対
断
ら
れ
る
な
・
・
・
）

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
は
ヴ
ィ
ー
タ
と
別
れ
、
何
分
か
経
っ
た
後
、
ク
レ
シ
ェ
ン
ド
は

医
務
室
に
着
い
た
。
普
通
な
ら
医
務
室
は
生
徒
の
う
め
き
声
で
う
る
さ
い
が
、

静
か
だ
っ
た
。

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
「
す
い
ま
せ
ー
ん
。
」

中
は
だ
れ
も
い
な
か
っ
た
。

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
（
・
・
・
拝
借
し
て
お
こ
う
）

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
は
ベ
ッ
ド
に
あ
っ
た
枕
を
と
り
部
屋
を
出
た
。

五
分
後
、
ク
レ
シ
ェ
ン
ド
は
教
室
に
着
い
た
。
先
生
が
怒
鳴
っ
て
い
る
声
が
聞

こ
え
た
。

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
「
ま
た
あ
の
う
る
さ
い
先
生
か
・
・
・
眠
れ
な
い
授
業
に
な
り

そ
う
だ
な
。
」

ガ
ラ
ガ
ラ
ガ
ラ
・
・
・

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
「
遅
れ
て
き
ま
し
た
～
」

教
師
「
遅
い
ぞ
！
ま
た
お
前
か
！
い
つ
も
い
つ
も
お
前
は
も
う
│
│
│
│
」

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
は
教
師
の
言
葉
も
聞
か
ず
、
席
に
座
っ
た
。
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教
師
「
お
い
！
聞
い
て
る
の
か
！
」

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
「
聞
い
て
ま
す
よ
。
」

教
師
「
そ
れ
で
は
続
き
だ
。
偉
大
な
る
科
学
者
ビ
ー
ス
は
薬
草
と
毒
の
作
用
の

あ
る
薬
を
ま
ぜ
│
│
│
│
│
」

「
ク
レ
シ
ェ
ン
ド
は
い
つ
も
、
そ
う
し
て
る
の
ね
。
」

隣
り
か
ら
女
が
話
し
か
け
て
き
た
・
・
・
ミ
ア
だ
。

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
「
ミ
ア
か
・
・
・
あ
ぁ
い
つ
も
だ
。
」

ミ
ア
「
だ
か
ら
成
績
が
上
が
ら
な
い
の
よ
。
」

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
「
別
に
上
が
ら
な
く
て
も
い
い
。
」

ミ
ア
「
ふ
ー
ん
」

そ
し
て
授
業
が
終
わ
り
、
ブ
リ
ザ
ド
チ
ー
ム
の
生
徒
は
帰
っ
て
行
っ
た
。

ミ
ア
「
じ
ゃ
あ
ね
。
」

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
「
お
う
。
」

ヴ
ィ
ー
タ
「
ラ
ブ
ラ
ブ
だ
ね
。
」

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
「
な
！
？
て
め
ぇ
！
！
」

ヴ
ィ
ー
タ
「
冗
談
だ
よ
。
眠
れ
な
か
っ
た
そ
う
だ
ね
。
」

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
「
あ
の
先
生
が
う
る
せ
え
か
ら
だ
。
」

ヴ
ィ
ー
タ
「
ほ
か
の
理
由
も
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
？
ず
っ
と
話
し
た
い
と
か
・

・
・
」

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
「
殺
す
ぞ
」

ヴ
ィ
ー
タ
「
ご
め
ん
ご
め
ん
！
」

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
「
次
は
ど
こ
だ
？
」

ヴ
ィ
ー
タ
「
武
芸
教
室
だ
よ
。
」

そ
し
て
全
て
の
授
業
が
終
わ
っ
た
。

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
「
や
っ
と
お
わ
っ
た
か
・
・
・
」

ヴ
ィ
ー
タ
「
ほ
と
ん
ど
寝
て
た
く
せ
に
よ
く
言
え
る
ね
。
」

二
人
が
歩
い
て
い
た
ら
前
か
ら
年
上
の
生
徒
が
や
っ
て
き
た
。

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
「
よ
う
、
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
。
」

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
と
は
、
各
チ
ー
ム
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
。
多
分
わ
か
る
と
思

う
が
。
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チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
「
早
く
休
憩
室
に
戻
る
よ
う
に
。
」

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
「
は
い
は
い
。
」

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
は
ど
こ
か
へ
消
え
て
い
っ
た
。

ヴ
ィ
ー
タ
「
じ
ゃ
あ
休
憩
室
に
戻
る
ぞ
。
」

何
分
か
経
っ
た
後
、
二
人
は
立
ち
止
っ
た
。
ヴ
ィ
ー
タ
は
そ
こ
に
あ
る
ド
ア
の

パ
ス
ワ
ー
ド
に
何
か
を
入
力
し
た
。

ド
ア
が
開
い
た
。
ド
ア
に
は
『
サ
ン
ダ
ー
チ
ー
ム
用
休
憩
室
』
と
書
い
て
あ
っ

た
。

中
に
は
生
徒
が
い
た
。
生
徒
た
ち
は
、
話
を
し
て
い
た
り
、
本
を
読
ん
で
い
た

り
、
ア
ク
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
、
『
ア
ク
シ
ョ
ン
サ
バ
イ
バ
ル
』
を
や
っ
て
い
た
り

し
て
い
た
。
ア
ク
シ
ョ
ン
サ
バ
イ
バ
ル
と
は
学
校
で
流
行
り
の
ゲ
ー
ム
で
あ
る
。

？
「
よ
う
、
ク
レ
シ
ェ
ン
ド
！
ヴ
ィ
ー
タ
！
」

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
「
ん
？
あ
ぁ
、
ダ
ル
グ
か
。
」

ダ
ル
グ
「
一
緒
に
ア
ク
シ
ョ
ン
サ
バ
イ
バ
ル
や
ら
ね
ぇ
か
？
」

ダ
ル
グ
は
、
も
う
す
で
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
を
持
っ
て
い
た
。

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
「
い
や
、
い
い
。
」

ヴ
ィ
ー
タ
「
じ
ゃ
あ
、
俺
が
や
る
わ
。
」

ダ
ル
グ
「
よ
っ
し
ゃ
！
や
る
か
！
」

ダ
ル
グ
は
ク
レ
シ
ェ
ン
ド
と
同
じ
く
、
ほ
と
ん
ど
の
授
業
で
い
つ
も
寝
て
い
る
。

武
芸
だ
け
は
得
意
で
あ
り
、
武
芸
の
成
績
で
は
い
つ
も
?
１
で
あ
る
。

ジ
リ
リ
リ
リ
リ
リ
リ
リ
リ
リ
！

ベ
ル
が
鳴
っ
た
。

ダ
ル
グ
「
・
・
・
」

ヴ
ィ
ー
タ
「
・
・
・
」

ダ
ル
グ
「
行
く
か
・
・
・
」

ヴ
ィ
ー
タ
「
・
・
・
お
う
。
」

ダ
ル
グ
と
ヴ
ィ
ー
タ
は
休
憩
室
を
出
て
行
っ
た
。
ほ
か
の
生
徒
も
次
々
と
出
て

行
っ
た
。



15

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
「
な
ん
で
こ
の
部
屋
に
は
時
計
が
な
い
ん
だ
よ
・
・
・
」

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
も
休
憩
室
を
出
て
行
っ
た
。

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
が
歩
い
て
い
る
と
、
ほ
か
の
チ
ー
ム
の
生
徒
た
ち
も
や
っ
て
き

た
。
だ
が
、
来
て
ほ
し
く
な
い
奴
も
い
た
。

・
・
・
ゼ
ル
だ
。

ゼ
ル
は
、
ク
レ
シ
ェ
ン
ド
を
見
る
と
笑
っ
た
。

ゼ
ル
「
よ
う
、
お
バ
カ
さ
ん
。
不
気
味
な
力
を
持
っ
て
い
る
悪
魔
の
息
子
め
！
」

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
「
俺
は
ぜ
っ
て
ー
悪
魔
の
息
子
じ
ゃ
ね
え
！
た
だ
変
な
印
が
腕

に
つ
い
て
る
だ
け
だ
！
」

ゼ
ル
「
ど
う
か
な
・
・
・
」

ゼ
ル
は
笑
い
な
が
ら
も
、
歩
い
て
い
っ
た
。

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
は
、
な
ぜ
か
、
奇
妙
な
印
が
腕
に
つ
い
て
い
る
。
だ
が
、
ほ
か

の
生
徒
た
ち
は
気
に
し
て
い
な
い
。
ゼ
ル
を
除
い
て
。

生
徒
た
ち
は
、
大
広
間
ら
し
い
所
に
着
い
た
。
テ
ー
ブ
ル
が
１
０
０
～
１
５
０

個
は
あ
る
。

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
「
さ
て
、
座
る
と
す
る
か
。
」

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
は
手
前
の
イ
ス
に
座
っ
た
。
ヴ
ィ
ー
タ
や
ダ
ル
グ
も
席
に
座
っ

た
。

大
広
間
の
奥
に
、
い
つ
も
と
同
じ
よ
う
に
眼
鏡
を
か
け
た
校
長
が
座
っ
て
い
る
。

ど
う
や
ら
、
ほ
か
の
教
師
と
話
し
て
る
よ
う
だ
っ
た
。

ダ
ル
グ
「
い
つ
か
、
あ
そ
こ
に
座
っ
て
み
た
い
な
・
・
・
」

ヴ
ィ
ー
タ
「
・
・
・
」

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
「
・
・
・
」

ダ
ル
グ
「
無
視
か
よ
。
」

そ
の
時
、
机
に
皿
が
運
ば
れ
た
。
皿
の
上
に
は
ス
テ
ー
キ
な
ど
が
あ
る
。

そ
し
て
１
時
間
後
、
生
徒
た
ち
は
夕
食
を
食
べ
終
わ
り
自
分
の
チ
ー
ム
の
休
憩

室
へ
戻
っ
て
行
っ
た
。

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
た
ち
は
廊
下
を
歩
い
て
い
た
。

ダ
ル
グ
「
食
っ
た
食
っ
た
！
」
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ク
レ
シ
ェ
ン
ド
「
よ
く
あ
ん
な
量
食
べ
き
れ
る
な
。
」

ヴ
ィ
ー
タ
「
さ
す
が
大
食
い
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
。
」

ダ
ル
グ
は
以
前
、
大
食
い
選
手
権
で
優
勝
し
た
。

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
た
ち
も
休
憩
室
へ
は
い
っ
て
行
っ
た
。

ヴ
ィ
ー
タ
「
や
っ
と
ア
ク
シ
ョ
ン
サ
バ
イ
バ
ル
が
で
き
る
な
。
」

ダ
ル
グ
「
絶
対
勝
っ
て
や
る
ぜ
！
」

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
は
休
憩
室
の
奥
に
あ
る
寝
室
へ
向
か
い
自
分
の
ベ
ッ
ト
へ
向
か

っ
た
。

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
「
寝
よ
う
・
・
・
」

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
は
寝
て
し
ま
っ
た
。

こ
う
し
て
ま
た
、
学
校
で
の
一
日
が
終
わ
っ
た
。
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ス
ラ
イ
ム
ゴ
ー
レ
ム

ヴ
ィ
ー
タ
「
お
い
、
起
き
ろ
。
」

ヴ
ィ
ー
タ
は
午
前
６
時
に
ク
レ
シ
ェ
ン
ド
を
起
こ
そ
う
と
し
て
い
た
。

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
「
う
・
・
・
」

ヴ
ィ
ー
タ
「
や
っ
と
起
き
た
か
。
」

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
「
・
・
・
よ
う
、
目
覚
ま
し
時
計
。
」

ボ
カ
ッ
！

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
「
痛
い
な
ぁ
目
覚
ま
し
時
計
。
」

ヴ
ィ
ー
タ
「
フ
ァ
イ
ア
で
も
し
て
や
ろ
う
か
？
」

ヴ
ィ
ー
タ
は
笑
っ
た
。

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
（
ヤ
バ
い
・
・
・
あ
れ
は
殺
意
を
持
っ
て
い
る
・
・
・
）

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
「
分
か
っ
た
！
起
き
る
よ
！
」

ヴ
ィ
ー
タ
「
分
か
っ
た
な
ら
い
い
。
」

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
（
・
・
・
危
な
か
っ
た
。
）

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
は
、
一
回
、
ヴ
ィ
ー
タ
が
本
気
で
怒
っ
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え

て
い
る
。

そ
れ
は
五
年
前
。

ヴ
ィ
ー
タ
は
ま
だ
１
年
生
だ
っ
た
。
あ
る
日
、
ヴ
ィ
ー
タ
が
偶
然
い
じ
め
っ
子

に
ぶ
つ
か
っ
て
何
回
も
殴
ら
れ
た
と
い
う
。

だ
が
、
ヴ
ィ
ー
タ
は
怒
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
ほ
ど
我
慢
強
い
の
だ
ろ
う
。
だ
が
、

何
回
も
殴
ら
れ
て
い
る
う
ち
に
、
ヴ
ィ
ー
タ
は
笑
っ
た
。
そ
し
て
、
ま
だ
習
っ

て
い
な
い
魔
法
を
連
発
し
た
。
ヴ
ィ
ー
タ
は
先
生
に
止
め
ら
れ
た
が
、
い
じ
め

っ
子
は
全
治
１
年
の
重
傷
だ
っ
た
。
今
は
そ
の
い
じ
め
っ
子
は
ほ
か
の
学
校
で

暮
ら
し
て
い
る
と
い
う
。

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
は
こ
れ
を
思
い
出
し
生
き
て
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
た
。

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
は
寝
癖
を
直
し
、
休
憩
室
へ
向
か
っ
た
。
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生
徒
た
ち
は
、
朝
で
も
に
ぎ
や
か
だ
っ
た
。

そ
の
時
、
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
が
休
憩
室
の
ド
ア
を
思
い
っ
き
り
開
け
て
（
ピ
ギ

ー
が
ド
ア
に
鼻
を
打
ち
付
け
た
）
言
っ
た
。

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
「
み
ん
な
！
早
く
大
広
間
へ
避
難
し
ろ
！
外
に
ス
ラ
イ
ム
ゴ

ー
レ
ム
が
い
る
ぞ
！
」

ス
ラ
イ
ム
ゴ
ー
レ
ム
と
は
、
魔
物
で
一
番
弱
い
と
言
わ
れ
る
ス
ラ
イ
ム
が
集
ま

っ
て
合
体
し
た
姿
で
あ
り
、
か
な
り
強
い
。

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
「
俺
に
つ
い
て
こ
い
！
」

生
徒
た
ち
は
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
に
つ
い
て
行
っ
た
。

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
「
俺
た
ち
が
倒
せ
れ
ば
報
酬
も
ら
え
る
か
な
？
」

ヴ
ィ
ー
タ
「
馬
鹿
か
お
前
は
。
」

生
徒
た
ち
が
大
広
間
へ
歩
い
て
い
る
と
、
ど
こ
か
ら
か
ス
ラ
イ
ム
ゴ
ー
レ
ム
が

襲
い
か
か
っ
て
き
た
。

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
「
サ
ン
ダ
ー
！
」

雷
が
、
ス
ラ
イ
ム
ゴ
ー
レ
ム
の
目
に
当
た
っ
た
。

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
「
校
長
先
生
！
」

校
長
「
分
か
っ
て
お
る
！
フ
ァ
イ
ア
ボ
ー
ル
！
」

ど
こ
か
ら
か
火
の
玉
が
飛
ん
で
き
た
。
そ
れ
は
ス
ラ
イ
ム
ゴ
ー
レ
ム
に
当
た
っ

た
。
だ
が
、
ス
ラ
イ
ム
ゴ
ー
レ
ム
は
ま
だ
息
が
あ
っ
た
。

校
長
「
も
う
す
ぐ
、
魔
力
切
れ
じ
ゃ
な
・
・
・
」

そ
こ
に
、
校
長
先
生
と
同
じ
よ
う
な
年
の
教
師
が
や
っ
て
き
た
。

校
長
「
す
ま
な
い
、
ピ
ス
ト
先
生
。
」

ピ
ス
ト
「
大
丈
夫
で
す
！
後
は
任
せ
て
く
だ
さ
い
！
」

ス
ラ
イ
ム
ゴ
ー
レ
ム
は
ま
た
生
徒
た
ち
に
襲
い
か
か
っ
た
。

ピ
ス
ト
「
っ
！
危
な
い
！
」

フ
ィ
リ
ス
ト
「
ヴ
ィ
ン
グ
！
」

ス
ラ
イ
ム
ゴ
ー
レ
ム
が
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
。
近
く
に
フ
ィ
リ
ス
ト
が
立
っ
て
い

た
。

フ
ィ
リ
ス
ト
「
早
く
逃
げ
て
！
・
・
・
っ
！
」
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ド
ガ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ン
！

フ
ィ
リ
ス
ト
「
ぐ
は
っ
・
・
・
」

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
「
フ
ィ
リ
ス
ト
！
く
そ
っ
！
」

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
は
飾
ら
れ
て
い
た
剣
を
持
ち
、
ス
ラ
イ
ム
ゴ
ー
レ
ム
へ
走
り
出

し
た
。

ピ
ス
ト
「
や
め
な
さ
い
！
危
険
で
す
！
」

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
「
う
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
！
」

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
は
ス
ラ
イ
ム
ゴ
ー
レ
ム
の
腕
を
駆
け
上
が
り
、
顔
を
切
り
裂
い

た
。

グ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
！

ス
ラ
イ
ム
ゴ
ー
レ
ム
は
暴
れ
た
。
ク
レ
シ
ェ
ン
ド
は
吹
き
飛
ば
さ
れ
て
し
ま
っ

た
。
そ
し
て
気
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。

ヴ
ィ
ー
タ
「
ク
レ
シ
ェ
ン
ド
！
」

ク
レ
シ
ェ
ン
ド
は
動
か
な
い
。

ヴ
ィ
ー
タ
「
く
そ
が
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
！
」

ヴ
ィ
ー
タ
は
ス
ラ
イ
ム
ゴ
ー
レ
ム
へ
走
り
出
し
た
。

ヴ
ィ
ー
タ
「
フ
ァ
イ
ア
！
ブ
リ
ザ
ド
！
サ
ン
ダ
ー
！
ロ
ッ
ク
！
ウ
ォ
ー
タ
！
」

ス
ラ
イ
ム
ゴ
ー
レ
ム
を
次
々
と
魔
法
が
襲
い
か
か
る
。
も
う
ヴ
ィ
ー
タ
は
正
気

を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。

ヴ
ィ
ー
タ
「
コ
メ
ッ
ト
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お

お
お
お
お
お
お
お
お
！
！
！
！
」

校
長
「
し
ま
っ
た
！
エ
ス
ぺ
リ
ア
！
」

校
長
が
叫
ぶ
と
ど
こ
か
ら
か
光
が
出
て
き
て
ヴ
ィ
ー
タ
を
貫
い
た
。
ヴ
ィ
ー
タ

は
貫
か
れ
た
瞬
間
、
失
神
し
て
し
ま
っ
た
。

ス
ラ
イ
ム
ゴ
ー
レ
ム
は
も
う
息
絶
え
た
よ
う
だ
っ
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

地球もどき
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